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要約

運動部に所属する学生・生徒のスポーツ栄養に関する興味・関心をとらえて、主体的な学習を支援

する教材を開発し、家庭科の食物学習等に導入することによって、知識を実際の食生活とかかわらせ

て理解し、実践するスキルを育成することを目的として、以下の研究を行った。

l スポーツ栄養に関する副読本の作成

2 コンピュータ教材の作成

3 中学・高等学校家庭科での授業実践、大学生を対象とした栄養教育介入研究

上記1. 2.を活用し、スポーツ栄養の基礎的内容を取り入れた食物学習の授業または栄養教育

を実地した。基礎的な知識を押さえた上で、牛乳・乳製品摂取の必要牲に着目させ、実際の食生

活に生かせるよう指導を行った。教育介入前後における栄養に関する知識、牛乳・乳製品摂取に

対する意識・行動等の変容についての調査を行い、牛乳・乳製品摂取を促す教育介入の効果を検

証した。

(1)中学校における授業研究

学習後、栄養に関する知識の得点が有意に向上し、牛乳・乳製品を多く摂取しようという生徒が

増加した。牛乳・乳製品摂取に対する意識・行動では、 Transtheoretica1ModeH二基づいた5ステ

ージのステージが上昇した生徒が多くみられた。

(2)高等学校における授業研究

牛乳の好き嫌い、摂取量は、男子生徒の方が女子生徒に比べて、牛乳を好きな人が多く、摂取量

も多かった。牛乳・乳製品摂取に対する意識・行動では、男子生徒の方が女子生徒より摂取意識

が高かった。運動部に所属している「運動部群」と「非運動部群jに分けて見ると、男子では

「運動部群」の方が摂取意識が高かったが、女子では遠いがみられなかった。栄養に関する無識に

は男女差、「運動部群」と「非運動部群」との差はみられなかった。

家庭科の授業に副読本を導入したところ、生徒の興味・関心が高く、栄養に関する学習の動機付

けとして有効であることがわかった。学習後、栄養に関する知識の得点、が向上し、牛乳・乳製品

の摂取状況、牛乳・乳製品摂取に対する意識・行動(5ステージ)にも影響がみられたと考えら

オ1る。

(3)大学運動部(陸上競技)所属学生を対象とした栄養教育介入研究

栄養教育介入群では、介入前に比べて栄養素摂取量、食品群別摂取量が増大した。また、牛乳ー
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乳製品摂取に対する意識・行動 (5ステージ)の上昇が認められた。

キーワード:牛乳・乳製品、栄養教育、スポーツ栄養、 TranstheoreticalMode1 

1.はじめに

わが国における栄養に関する基礎的な知識の学習は、小・中・高等学校の家庭科、保健体育等の教

科を中心に行われている o 現在、家庭科は高等学校まで男女共必修となり、特に運動部所属男子生徒

ではスポーツ栄養に関する学習への興味・関心が高まっている。 方、生徒の食生活実態諦査結果を

みると、欠食や清涼欽料・菓子類の摂取など栄養摂取上の問題点の多いことが多今報告されている。

高校生では、それまで学校給食で摂取されていた牛乳飲用の習慣がなくなってしまうことが一因と考

えられる。

スポーツ栄養については、近年その重要性が広く認識さわしてきているが、知識を実際の食生活とか

かわらせて理解し、実践するスキルを育成することが、青少年期における課題と考えられる。

そこで、運動部に所属する学生・生徒のスポーツ栄養に関する興味・関心をとらえて、主体的な学

習を支援する教材を開発し、家庭科の食物学習等に導入することによって、知識を実際の食生活とか

かわらせて理解し、実践するスキルを育成することを目的として研究を行った。

2.研究方法

①スポーツ栄養に関する副読本の作成

共同研究者である高等学校教諭のアイデアを元に、高校生にもわかりやすいコミックを取り入れた、

スポーツ栄養に関する副読本を作成した。

②コンビュータ教材の作成

既に開発した料理選択型栄養教育ソフトを用いて、生徒の食事内容、調理実習題材の画像及び栄養

摂取量グラフを組み入れ、ビジュアルに栄養バランスの良否を学習できる教材を作成した。

③中学・高等学校家庭科での授業実践、大学生を対象とした栄養教育介入

上記①②を活用し、スポーツ栄養の基礎的内容を取り入れた食物学習の授業を実施した。基礎的な

知識を押さえた上で、牛乳・乳製品摂取の必要性に着目させ、実際の食生活に生かせるよう指導を行

った。教育介入前後に、栄養に関する知識及び牛乳・乳製品摂取に対する意識・行動等の調査を実施

し、教育介入による変容について検討した。

なお、本研究の計画時点では、高校生を対象とした授業実践のみを考えていたが、①②の研究を実

施する過程で中学校教員、大学運動部指導者等にも意見を聞いたところ、中学生、大学生における栄

養学習・指導にも有効ではなL功、と考えられ、また研究協力者も得られたことから、対象を拡大して

笑施することとした。
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栄養教育介入前後に行った栄養に関する知識、牛乳・乳製品摂取に対する意識・行動の調査内容は

以下のとおりである。なお、調査票の分析には統計ソフトSPSSを使用し、 x2乗検定又は 元配置分

散分析により有意蒸の有無を検定した。

・栄養に関する知識

5大栄養素の働き、食品の栄養的特性、栄養所要量など用語の意味などについて質問し、 l問の正

答に対して l点を配点、して得点、化した。質問は、中学・高等学校の家庭科で学習する事項を配慮して

作成し、中学生では25点、高校生でEは28王立を満点とした。

=牛乳・乳製品摂取に対する意識・行動

人間の習慣的行動の変容プロセスlこは5つのステージがあり、これらのステージを行き来しながら

行動変容を定着させるというTranstheoreticalModelを理論枠組みとして、意識・行動変容の5ステー

ジに分類できるよう調査表を作成した。習慣的な牛乳・乳製品摂取状態を最終ステージと考え、それ

に至るまでの過程を以下のように分類した。

1 Precontemplation (牛乳・乳製品の摂取に関心を持っていないステージ)

「今後も牛乳・乳製品を多くとるつもりはなLリ

2 Contemplation (牛乳・乳製品の摂取について考えているが、実際に行動してはいないステージ)

「牛乳・乳製品摂取量を増やす意思はあるが増やすための具体策はなLリ

3 Prepar百.tion(牛乳・乳製品を摂取しようと試みを始めたステージ)

「今後、牛乳・乳製品摂取量を増やすための具体策は考えられるが、実行にはいたっていなLリ

4 Action 牛乳・乳製品を娯取する行動変容を行っているステ ジ)

「現在多くとるようにしてはいないが、今後、多くとるようにするj

5 Mainten阻 ce(牛乳・乳製品を食生活に取り入れ、その食事を統けているステージ)

「現在、牛乳 E 乳製品を多くとるようにしている」

3.研究結果および考察

①スポーツ栄養に関する副読本の作成と栄養教育への活用

サッカ←、野球などの部活動でスポーツに励む高校生を主人公としたコミックを取り入れ、スポ←

ツと栄養との関わりや栄養バランスのよい食事のとり方を解説した冊子 (1ドクタ マッスルのスポー

ツ栄養学J)を作成した。小 中・高等学校教員や大学生の評価では、食生活の大切さに興味・関心を

持たせやすく、栄養学の基本をわかりやすく学ぶことができると好評であり、高校生ばかりでなく小

学生から大学生まで副読本として広く活用できるのではなL功ミと考えられた。そこで、中学校、高等

学校における家庭科の食物学習およひ、大学運動部(陸上)所属学生に対する栄養教育に副読本として

本書を導入し、教育指導に用いた。

生徒・学生の反応、は好評であり、自分自身の食生活を振り返り、栄養ハランスのとれた食事をとろ
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うという意識・態度の育成に有効であったと考えられる。

②コンビュータ教材の作成

食卓をイメ←ジしながら料理を選択し、組み合わせた「食事Jの栄養ノtランスをビジュア)l-なグラ

フで瞬時に見ることができるコンピュ タソフトに、生徒・学生が日常食べている料理、外食のメニ

ュ や持ち帰り弁当等のデータベース(自作料理データベース)を組み込んで利用できるよう、操作

方法を検討し、マニュアルを作成した。

Y大学学生食堂および付近の癌舗で購入した料理・持ち帰り弁当等の食材分析、秤量を行い、デジ

タルカメラで撮影した料理画像とあわせて f自作料理データベース」を作成した。このデータベース

を、大学運動部(陸上)所属学生に対する栄養教育における教材として用いたところ、日常の食生活

における栄養バランスのよい食事の組み立て方が具体的にわかりやすく、実際の食生活での実践を促

す効果があると考えられた。

また、神奈川県内中学校では、このソフトに、調理実習題材の画像と栄養摂取量グラフを組み入れ

た教材を作成し、栄養バランスを考えながら料理を選んで自分の弁当を作るという授業実践を行った。

コンヒ。ュータによる栄養バランスの計算結果をグラフで見るとほとんどの生徒の弁当でカルシウムや

ピタミンが不足しがちであった。そこで、 i¥ミつも昼食時に出される牛乳を加えると…Jと牛乳を選択

して加えることにより、不足していた栄養素が充足されることを確認した。この時、生徒から「オー

ッjと声があがるほどインパクトがあり、牛乳の栄養成分についての認識を高め、その摂取を促す動

機付けとして効果的であったと考えられる。

高等学校においては、牛乳・乳製品を取り入れた調理実習の前後で、このコンピュータ教材を組み

込んで学習を展開し、授業研究を行う計画であったが、協力校におけるコンビュータ環境の整備状況

などの関係で、平成12年度には実施できなかった。平成13年度以降、引き続き研究を行う予定である。

③中学・高等学校家庭科での授業研究、大学生を対象とした栄養教育介入研究

平成12年度は、中学校l校、高等学校2校、大学運動部(陸上)において、上記①あるいは①②を

導入した授業実践、栄養教育を行った。その結果は以下のとおりである。

(1) 中学校における授業研究

対象はT大学付属K中学校(男子校)の 2年生123名である。学校給食は実施されておらず、昼食は

弁当を持参している。また、ほとんどの生徒が運動部に所属するなどスポーツに関心の高い集団であ

ったことから、運動部、非運動部を分けずに集計を行った。

家庭科では、平成12年4月から 6月まで、調理実習3回を含めて食生活に関する学習を行った。お

もな学習内容は、 15大栄養素とその働きJ1栄養所要量、 6つの食品群J1調理実習(ハンノtーガー)J

「炭水化物J1食物繊維、脂質J1調理実習(麻婆豆腐、杏仁豆腐、サラダ)J 1たんぱく質J1ミネラル、

ビタミンJ1調理実習(スパゲッティ、ゼリー)J1まとめ」である。

6月初旬に、栄養に関する知識、牛乳・乳製品の好き嫌い、摂取室、牛乳・乳製品摂取に対する意

識行動に関する学習前の調査を行ない、その後①のコミックを副読本として 人l冊ずつ所持させ、
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授業時間以外にも自由に読めるようにした。その後の「ミネラル、ビタミシjに関する授業では、カ

ルシウムl二ついて所要量、カルシウムを多く含む食品、牛乳にカルシウムが多く含まれることなどを

説明した。「まとめ」の授業では、②を活用して、それまでの調理実習で作った料理の栄養バランスの

グラフをプリントにして示し、カルシウムが不足しがちであること、牛乳を加えることによって栄養

バランスがよくなることを説明した。これらの授業修了後、 7月に学習後の調査を行った。

調査内容は、学習前調査では牛乳・乳製品の好き嫌い、牛乳・乳製品摂取量、牛乳・乳製品摂取に

対する意識・行動、栄養に関する知識であり、学習後調査では牛乳・乳製品に対する摂取意識、栄養

に関する知識である。調査票は教師が教室にて配布し、その場で記入してもらい回収した。

1)牛乳・乳製品の好き嫌い、摂取量

牛乳・乳製品の好き嫌いについての調査結果を図 1に示した。 75%の生徒が牛乳は好きですかに対

して「はLリと答え、 f¥冶いえjは2%と非常に少なかった。 l日に飲む牛乳の量は平均420mlであり

(図2)、本調査対象は牛乳摂取についての意識が高く、摂取量も多いニとがわかった。担当教員の話

では、「牛乳を飲むのは当たり前J、「牛乳を飲めないと格好悪Lリという意識があるということであり、

これには教育熱心な家庭における意識、習慣も関わっているのではなL功当と推察された。

牛乳・乳製品を多くとるようにしていますかの質問に対する回答を図3に示した。学習前に77%の
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生徒が「はLミ」と答えており、学習後にはさらに増加して81%の生徒が「はLリと回答した。

2)栄養に関する知識

栄養に関する知識は回答の正誤により得点化した (25点満点)。学習前後の知識得点の人数分布(図

4 )をみると、全体に知識得点の向上がみられることがわかる。平均点は学習前15.3士5.3点、学習後

18.2士3.6点、であり、有意な向上が認められた。家庭科の食生活に関する学習ではこれまで、調理実習

。腎 20覧 40覧 60% 80弘 100% 

学宮前

学習後

図3 牛乳・乳製品を多くとるようにしていますか(中学生)
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に対する興味・関心は高いものの、栄養に関する学習に対する関心・意欲は低く、知識の定着もよく

ないことが指摘されている。本授業実践では、スポ ツ栄獲を題材としたコミソクを副読本としたこ

となどにより、中学生男子の栄養や食事への関心を高め、意欲的に学習させることができたことが、

栄養に関する知識の向上に大きく寄与したのではないかと考えられる。

3)牛乳・乳製品摂取に対する態識・行動

牛乳・乳製品の摂取に対する意識・行動に関する調査を学習前後ともに実施できた生徒は100名であ

った。牛乳・乳製品の摂取に対する意識・行動を 5ステ ジに分類集計し、学習前後のステージを分

類した結果を表 1に示した。学習前にステージ 5であった生徒は72名、ステージ 4が4名、ステージ

3が6名、ステ ジ2が9名、ステージ 1が9名であり、学習前の時点において既に牛乳・乳製品摂

取に対する意識・行動ステージが高い生徒が多かった。学習後には、ステージ 5が73名になり、ステ

ージ4が9名、ステージ 3が5名、ステージ 2が4名、ステージ 1が9名となった。学習後にステー

ジの tがった生徒は14名あり、変わらなかった(ステージ5を除く)生徒が11名、ステージが下がっ

た生徒が9名であったo Trans1heoretical Modelでは、 5つのステージを行き来しながら行動変容を定

着させるものと考えられている。ステージが上がった生徒については、学習により意識・行動の向上

がみられたものと考えられるが、ステージの一Fがった理由については今後さらに詳しい調査を行って

検討したいと考えている。

(2) 高等学校家庭科における授業研究

神奈川県立A高校の 2年生72名(男子31名、女子41名)及び神奈川県立B高校の 2年生278名(男子

130名、女子148名)を対象とした。男子生徒で運動部に所属しているのは41名であり、女子生徒では

14名であった。

A高校については平成12年5丹、 B高校については平成12年7月に、栄養に関する知識、牛乳・乳製

品摂取に関する調査を行った。その後、 A高校においては家庭科で食生活に関する学習を行い、平成

13年2月に学習後の調査を実施Lた。

表1 牛乳・乳製品摂取に対する意識・行動 (5ステージ)の変化(中学生)

学
習
後

亡二二コ学習前後でステージに変化がみられなかった生徒

~三2学習後にステージが上がった生徒
密警題学習後にステージが下がった生徒
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1)牛乳・乳製品の好き嫌い、摂取量、牛乳・乳製品摂取に対する意識・行動

牛乳、ヨ←グルト、チ←ズのそれぞれについて好き嫌いをたずねた結果を図5に示した。ヨーグル

ト、チーズについては男女差は見られなかったのに対して、牛乳については、男子生徒に比べて女子

生徒に「嫌Lリが多い傾向が認められた。牛乳を嫌いな理由をみると、男子では4割近くがお腹をこ

わすからという理由であったのに対し、女子ではその理由は1割にとどまり、まずい、くさいなどの味

覚に関する理由が少なからずみられた。また、運動部に所属している生徒群(以下“運動部群"とす

る)と、運動部に所属していない生徒群(以下“非運動部群"とする)との聞に有意差はみられなか

った。

牛乳・乳製品の摂取量については、「とても多pJから「とても少なLリの5段階のどれに当てはま

るかについてたずねた。図6のように、男子生徒のほうが女子生徒に比べ牛乳・乳製品の摂取量が多

いと感じており、牛乳の好き嫌いが牛乳 乳製品全体の摂取状況に影響を与えていることがわかった。

また、運動部群と非運動部群の問に有意差はみられなかった。

牛乳・乳製品摂取に対する意識・行動についての回答結果を図7に示した。男子生徒に比べて女子

日覧 鉛耳 100百20% 40唱 60也

男子

女子

図5 牛乳は好きですか(高校生)

。弘 20弛 60弘 80覧 100'弘40覧

男子

女子

図6 牛乳・乳製品の摂取量(高校生)
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。拓 60見 100% 60首20弛 40見

男子

女子

自現在多くとるように
している

回今後多くとるように
する

自今後も多くとるつも
りはない

図7 牛乳乳製品摂取に対する意識・行動(高校生)

生徒の方が摂取意識が低い傾向がみられた。運動部群と非運動部群を比較すると、男子運動部群では

「現在多くとるようにしているJまたは「今後多くとるようにする」と回答しており、「今後も多くと

るつもりはなLリと答えた生徒は皆無であり、男子非運動部群よりも摂取意識が有意に高かった。一

方、女子生徒では運動部群と非運動部群との聞に遠いはみられなかった。これらの結果から、男子生

徒の方が女子生徒に比べ、牛乳・乳製品摂取に積極的であり、その中でも運動部に所属している男子

生徒はより関心度が高いという事がわかった。男子生徒は女子生徒に比べ、「体を鍛えたLリ「身長を

高くしたpJという思いが強く、特に運動をしている生徒にとっては競技力の向上という目的も加わ

って、関心が強いものと考えられる。

「今後も牛乳・乳製品を多くとるつもりはなLリと回答した生徒の記述した理由は、“嫌いだから"

“まずL功冶ら"という晴好に関する記述が11名、“気にしていなL功ミら"という記述が 7名、“必要だと

思わなL功3ら"“(牛乳・乳製品の)役割がわからないから"が11名と多く、“ジュースの方がおいしい"

‘健康だから"“脂肪をつけたくなp"“お腹が痛くなるから"“アレルギーがあるから"などであった。

2 )栄養に関する知識

栄養に関する知識得点、の平均は10.6土4.7点であった。男子生徒の平均点は10.7士4.9点、女子生徒は

10.4土4.4点、で、男女差は見られなかった。また、運動部群と非運動部群との差も見られなかった。

栄養に関する知識得点、と牛乳・乳製品の好き嫌い、摂取量、牛乳・乳製品摂取に対する意識・行動、

との関連についてクロス集計を行ったところ、摂取意識との聞にのみ有意差が見られた。このことか

ら、知識が実際の摂取にまでは影響しないものの、意識・行動の変化には影響を及ぼしていると考え

られる。家庭科の学習などで得た知識が笑際の生活につながりにくいと言われているが、知識を実際

の生活に生かすという行動化に至るまでにはいくつかの段階が必要であり、その第 l段階が意識の変

化であると考えられる。

3) A高校における学習前後の牛乳・乳製品摂取に対する怠識 行動、栄養に関する知識の変容

Ai高校では、平成12年9月一平成13年 1月に家庭科で食生活に関する学脅を行った。週2時間、 20週

ワ白にd
q
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にわたる授業では、食文化、栄養素の種類と働き、食品と栄養素、栄養所要量、食品衛生などの講義

及び調理実習を3回実施した。栄養素の種類と働き、食品と栄養索、栄養所要量に関する講義を行っ

た後で、副読本として作成したスポ ツ栄養コミックを配布して読ませ、その後に内容の解説を行っ

た。副読本についてはほとんどの与徒が興味を示して熱心に読み、その後の学習の強い動機付けにな

ったと思われた。牛乳・乳製品の栄養については、カルシウムや良質たんぱく質の供給源であること

などを説明し、その後牛乳・乳製品を用いた調理について調べ、調理実習を行った。学習援の調査に

ついては、平成13年2月に牛乳・乳製品摂取に対する意識・行動、栄養に関する知識の調査を行った。

調査対象生徒の中で運動部に所属する生徒は少数であったため、所属の如何による解析は行わなか

った。栄養に関する知識の得点、は、学習前10.2土4.9点、学習後11.2土5.4点と向上したが有意差は認め

られなかった。牛乳・乳製品の摂取量について調査した結果は図8のようであり、 1日平均50g未満

しか摂取していない生徒が多くみられた。一方、 1日350g以上摂取している生徒も少なからずみられ、

2極分化が認められた。学習後においてもこの傾向は変わらなかったが、 1日100g-200g程度摂取す

る生徒がやや増える様子がみられた。学習前の調査は 7月に行い、学習後の調査は 2月の冬期であっ

たために牛乳摂取量が冬期に減少する可能性を考慮に入れると、ある程度の学習効果があったものと

考えられる。

牛乳・乳製品摂取に対する意識・行動(5ステージ)の変容を表2にまとめた。学習前にステージ

5であった生徒は16名、ステージ 4は15名、ステージ 3は8名、ステージ 2は12名、ステージ lは9

名であった。学習後は、それぞれ19名、 9名、 8名、 9名、 15名であり、学習後にステージが上がっ

た生徒は14名、変わらなかった生徒(ステージ 5を除く)は16名、ステージが下がった生徒は17名で

あった。この結果は、前述したように、学習後の謁査時期が冬期になったことの影響も考えられる。

牛乳と乳製品とを分けて質問するなど、今後、調査方法についてもさらに検討していきたいと考えて

Lミる。

人 学習前 人 学習後

35 35 

30 30 

25 25 

20 20 

15 15 
10 10 
5 5 。 。

λ〆とる亡予〆ヘて:5:〆三う予切〆Pぺφてづ:つ乙沢:汽〆ぺφて
Aヘ、"、 'vν 'vレ.守3 ヘヘ eφv~ 'vら

図B 牛乳・乳製品摂取量(高校生)
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表2 牛乳・乳製品摂取に対する意識・行動(5ステージ)の変化(高校生)

学
習
後

仁二二コ学習前後でステージに変化がみられなかった生徒

臨臨盟学習後にステージが上がった生徒

璽翠璽璽璽学習後iこステージが下がった生徒

(3) 大学運動部(陸上)学生を対象とした栄養教育介入研究

Y大学陸上競技部に所属する大学生男子9名、女子2名を対象として栄養教育を行った(以下G群と

する)。また、栄養教育を行わなかった同部に所属する男子3名を対照群(以下N群とする)とし、食

物摂取状況調査、牛乳・乳製品摂取に対する意識・行動に関する調査等を両群ともに実施し、比較検

討を行った。対象者計13名の年齢は18-21歳、 12名が単身生活、 1名が白宅通学者であった。

調査及び栄養教育期間は平成12年6月から10月であり、教育介入前調査として食物摂取状況調査、

牛乳・乳製品摂取に対する意識・行動に関する調査、身体測定、尿・血液検査を実施した。その後、

①で作成したスポーツ栄養ゴミックを副読本として栄養教育講習会を3回実施した。教育内容は、 5

大栄養素と 6つの食品群について、栄養バランスのよい食事と組み合わせ方、練習・試合時の水分補

給についてである。第2回目の講習会では、②で作成したコンピュータ教材の使い方を説明し、各自

のコンビュータにインストールして繰り返し学習できるようにした。また、食事のとり方について個

別アドバイスを適宜行った。競技シーズン終了後の10月末に、教育介入後調査として事前に実施した

調査と同じ調査を行った。

1)食物摂取状況

吉村らの開発した食物摂取頻度調査票 (1ヘルスアップ96J)により、食品群別摂取量およびエネル

ギ ・栄養素摂取量を算出したところ、図9、図10の結果が得られた。 G群では栄養素摂取量、食品

辞別摂取量のいずれにおいても、教育介入前に比べて介入後に渋取量が増大した。特に、栄養素では

たんぱく質が充足率73%から93%、鉄が81%から98%と有d意に増大し、カルシウムも62%から70%に

増大した。食品群別摂取量では肉・魚介類が90%から129%、淡色野菜が50%から71%と有意に増大し、

牛乳・乳製品の摂取量は71%から76%に増大した。)示、 N群では前後の調査における有意な増加は

まったくみられず、ピタミンBlのように減少した栄養素もみられた。

2 )牛乳乳製品摂取に対する意識・行動

牛乳・乳製品摂取に対する意識・行動を 5ステ ジに分類し、教育介入前後の変化をみた結果を閃
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11に示した。 G群ではステージの低かった学生のステージが上がり、有意に変化がみられたのに対し

て、 N群では有意な変化は認められなかった。

3)大学運動部所属学生の食生活改善について(まとめ)

本調査では、スポーツ選手の食生活改善としてこれまでよくみられる栄養計算さわした食事の提供や

サプリメントを使用した改善方法ではなく、個人個人に応じた適切な情報の提供や日常の食生活を改

善させる支援を行うという方法を取り入れた。調査対象となった大学生は、当初食事や栄養の重要性

について漠然として意識しているものの、どうしたらよLゆ冶わからない、あるいは実践しようとしな

い、できない者がほとんどであった。また、陸上競技の特性が独学的に反映されて、理由もなくやせ

たい、あるいは体脂肪を減らしたいという意識が多く見られ、食事の量を単純に減らす方法をとって

おり、栄養不足に拍車をかけている傾向がみられた。栄養教育介入の一環として、①スポーツ栄養コ

ミックを副読本として活用し、②コンビュータ教材を活用することにより、各自の生活に応じて適切

な食生活を実行できる具体的な改善方法を指導・教育することにより、栄養摂取状況やコンディショ

ンに大きな改善効果がみられた。

牛乳・乳製品摂取に対する意識・行動の変容では、事前調査時点でステージ 5にいた学生以外はす

べてステージが上昇しており、望ましい意識・行動変容がみられた。これによって牛乳・乳製品の摂

取にも改善がみられ、たんぱく質摂取量の増大要因となったものと考えられる。しかし、カルシウム

摂取量の面では、日本人の栄養所要量は充足していたものの、スポ ツ選手としてはさらに改善して

いきたいものと考えられた。今後さらに、牛乳・乳製品摂取の増大をめざした教育・指導の取り組み

が求められよう o

4. まとめ

スポーツ栄養に関する副読本を作成し、中学校、高等学校の家庭科における食物学習、大学におけ

る栄養教育に導入したところ、生徒・学生に興味・関心をもたせやすく、学習の導入に効果的である

ことが確認された。

料理選択型栄養教育ソフトに、生徒・学生が日常摂取している食事、調理実習題材の画像と栄養摂

取量グラフを組み入れ、ビジュアルに栄養ハランスの良否を学習できる教材を作成し、中学校、大学

における栄養教育に導入し、その効果を確認した。中学校、高等学校ではコンピュータ環境の整備状

況などとの関わりから、本教材を活用した研究を卜分に行うことはできなかったが、今後継続して研

究を実施したいと考えている。

上記の副読本、コンピュータ教材を用いて、中学校ー高等学校における授業実践、大学生を対象と

した栄養教育介入を行った。中学校・高等学校では、家庭科における栄養学習の導入に副読本を読ま

せ、牛乳・乳製品の栄養や牛乳・乳製品を用いた調理などの学習を行い、学習前後に栄養に関する知

識、牛乳 乳製品摂取に対する意識・行動などを調査した。その結果、牛乳・乳製品の摂取状況には
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個人差が大きいこと、学習後に栄養に関する知識の向上及び牛乳・乳製品摂取に対する意識・行動の

変容がみられることがわかった。本調査の対象者において、牛乳・乳製品摂取に対する意識・行動が

必ずしも向上した者ばかりではなかったが、牛乳による食中毒事件が大きな社会問題となった平成12

年における調査であったにもかかりらず、牛乳・乳製品摂取の習慣ができている者ではその習慣が変

わらないという貴重な知見が得られたと考えている。

また、大学生を対象とした調査では、副読本、コンヒ。ュ タ教材を十分に活用した栄養教育を実施

することができ、その教育効果を確認することができた。今後、さらに中学生、高校生、大学生など

を対象とした教育実践研究事例を継続して行い、牛乳・乳製品の摂取を促す効果的な栄養教育のあり

方を明らかにしていきたいと考えている。
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